
 

第１１３回北海道国土利用計画審議会 議事録 
 

○ 開催日時 

令和８年１月２０日(火) １４：３０～１５：００ 

 

○ 開催会場 

WEB 会議（本庁舎塔屋 塔屋共用２号会議室） 

 

○ 議  題 

北海道土地利用基本計画（計画図）の変更について 

 

○ 出 席 者 

【委員】  ※五十音順（会長を除く） 

札幌市立大学教授                    会長 椎 野 亜紀夫 

北海道教育大学准教授                  委員 大 賀 京 子 

北海道大学大学院農学研究院教授             委員 笠 井 美 青 

札幌市立大学准教授                   委員 片 山 めぐみ 

室蘭工業大学副学長                   委員 川 村 志 麻 

北海道女性団体連絡協議会副会長             委員 吉 良 哲 子 

旭川弁護士会                     委員 小 門 史 子 

北海道不動産鑑定士協会副会長              委員 齋 藤 武 也 

北海道農業会議代表理事副会長            委員 吉 田 利 彦 

 

 【道】 

総合政策部計画局長                     石 井 順一郎 

総合政策部計画局土地水対策課長               守 山 英 男 

総合政策部計画局土地水対策課課長補佐            木 本 尚 美 

総合政策部計画局土地水対策課調整係主査           渡 邊 宗 雄 

総合政策部計画局土地水対策課調整係専門主任        西 野 敬 史 

 

(関係課：北海道土地・水対策連絡調整会議) 

  環境生活部環境保全局環境政策課環境影響審査係主任      道 場 航 大 

環境生活部自然環境局自然環境課公園保全係長        藤 田 竜 太 

農政部農業経営局農地調整課専門主任             梅 田 優 子 

水産林務部林務局森林計画課計画推進係専門主任        伊 藤 壮 伸 

建設部建設政策局維持管理防災課河川管理係主査        齊 藤 千 晴 

建設部土木局河川砂防課主査                中 西   淳 

建設部まちづくり局都市計画課区域計画係長         菊 池 俊 介 

建設部まちづくり局都市計画課区域計画係主任        二 木 麻 衣 
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１ 開会 

□ 事務局（守山課長） 

それでは定刻となりましたので、これより第 113 回北海道国土利用計画審議会を開催いたします。 

本日はご多忙の中、本審議会にご出席をいただき、感謝申し上げます。 

私は総合政策部計画局土地水対策課長の守山と申します。 

本日の進行を務めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。 

本日の審議会は、会場とＷｅｂでの開催とさせていただいておりますのでご了承願います。 

それでは次第に沿いまして審議会を進めさせていただきます。 

初めに開会にあたりまして、総合政策部計画局長の石井よりご挨拶申し上げます。 

 

２ 挨拶 

□ 石井局長 

北海道総合政策部計画局長の石井です。 

着席したまま挨拶させていただきます。 

本日は皆様大変お忙しい中、また大雪の影響も懸念される中ですが、本審議会にご出席いただき、 

感謝申し上げます。 

国土利用に関しては、道内でも一部地域で価格の上昇傾向がみられております。そうした状況の 

中で、土地問題に関しては、昨年から必要な手続きが行われず、地域への十分な理解がないままで 

開発行為が行われるなど、様々な課題が出ている状況です。 

道としては、振興局、市町村と連携を図りながら、土地取引の把握や利用適正化に取り組んでい 

るところであります。 

本日ご審議いただくのは、名寄市及び弟子屈町の「森林地域」と音更町の「農業地域」の土地利 

用基本計画における計画図の変更を行おうとするものです。 

委員の皆様におかれましては、審議事項について忌憚のないご質問、ご意見を頂戴できますよう 

お願い申し上げ、私からの開会の挨拶とさせていただきます。 

本日は、よろしくお願いいたします。 

 

３ 会議成立 

□ 事務局（守山課長） 

本日はお手元に配付しております、出席者名簿のとおり委員１４名のうち９名の委員の皆様にご

出席をいただいており、北海道国土利用計画審議会条例第６条第２項に規定する、定足数２分の１

以上を満たしておりますので、本審議会が成立していることをご報告申し上げます。 

本日の審議会につきましては、公開での開催となっており、会議の議事録につきましても、後日

発言者のお名前入りで公開させていただきますので、あらかじめご了承願います。 

会議の進行にあたりましては、Ｗｅｂ会議のため、委員の皆様におかれては、発言されるとき以

外はマイクをオフにしていただくようお願いいたします。 

なお、発言される際には挙手またはチャットの挙手機能により、会長の発言許可を得ていただい

た上でマイクをオンにし、お名前をおっしゃっていただいた後、ご発言くださるようお願いいたし

ます。 

また、タイミングが合わないような場合につきましては、チャット機能を使って発言の意思を示

していただくことも可能です。必要に応じてご活用ください。 

以降の議事の進行につきましては、会長にお願いしたいと思います。 

椎野会長よろしくお願いいたします。 

  

４ 進行役交替 

□ 椎野会長 

皆様お忙しい中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。 

会長を務めております椎野です。円滑な議事進行に努めたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

ここからは私のほうで議事の進行をさせていただきます。 
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どうぞよろしくお願いいたします。 

 

５ 議題 「北海道土利用基本計画（計画図）」の変更について 

□ 椎野会長 

それでは早速ですが、本日の議題、お手元の資料３番目の北海道土地利用基本計画（計画図）の 

変更についてです。 

本件は、１月１５日付で知事から諮問のあったものですが、整理番号１について事務局から説明 

をお願いします。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

お手元の資料、「北海道土地利用基本計画図変更案件説明書」に基づき説明させていただきます。 

五地域区分の定義などにつきましては、別添の参考資料としまして「北海道土地利用基本計画に 

ついて」をご参照ください。 

初めに、全体概要として説明資料の１ページをご覧ください。 

「変更地域別概要」として本日ご審議いただく案件の概要を記載させていただいております。 

本日は「森林地域」の拡大が１件、縮小が１件、「農業地域」の縮小が１件、合計３件となります。 

表紙に凡例として記載しておりますが、「位置図」や「土地利用基本計画図」、「衛星写真」や「現 

 地写真」等の中で、拡大の地域につきましては赤紫色、縮小の地域につきましては、黄色に統一し 

て表示しております。 

 

《整理番号１ 名寄森林地域の拡大》 

事務局（木本補佐） 

それでは個別案件について説明させていただきます。 

説明資料２ページをご覧ください。 

整理番号１の「名寄森林地域の拡大」となります。 

本案件は、名寄市の知恵文地区におきまして、上川北部森林組合が実施する森林環境保全整備事 

業による、人工造林を行い、森林として活用していくため、森林地域を拡大するものです。 

こちらの案件の概要の中で、国土交通省の意見聴取の状況、市町村意見聴取の状況が、ともに意 

見聴取中になっておりますが、１２月２４日にそれぞれ意見照会をしており、国土交通省は概ね４ 

週間から６週間で、２月の中旬くらい、市町村長の意見の方は１月２３日締め切りで聴取しており 

ますので、今の段階でこちらの状況をお示しすることができないことをご了承いただきたいと思い 

ます。 

では、五地域の状況になります。 

変更面積は４.７ヘクタール。 

地域区分は、「農業地域」４.７ヘクタールを「農業地域」４.７ヘクタール及び「森林地域」４. 

７ヘクタールの重複地域に変更するものです。 

関連の個別法の措置としは、上川北部地域森林計画対象民有林地地域の変更が４月に予定されて 

おります。 

３ページをご覧ください。 

赤紫色に着色しているところが今回の変更地域の位置となります。 

４ページは指定されている地域及び区域を示した土地利用基本計画図で中央の赤紫色の部分が 

今回の森林の拡大地域となります。 

５ページは付近の衛星写真を掲載しております。 
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赤紫色の線で囲われた部分が今回の森林の拡大地域となります。 

また、現地写真の番号、矢印は方向などを示しております。 

資料の現地写真では分かりづらいですが、写真の１番や３番で縦にうっすらと白く見える線が、 

すでにカラマツが造林されているところで、造林から１年半程度経ったものです。カラマツらしく 

見えるにはまだ１０数年くらいかかるのではないかということですが、造林はすでに終わっており 

ます。 

変更にあたっての考え方ですが、本地域につきましては、土地利用基本計画における「森林地域」 

の定義と齟齬がないこと。 

変更後の地域区分が「農業地域」と「森林地域」の重複地域となりますが、既存の「森林地域」 

に隣接しており、変更後においても他地域に対し何らかの影響を与えることは想定されないことか 

ら、本案件は適当と考えております。 

「名寄森林地域の拡大」についての説明は以上となります。 

 

《質疑応答》 

□ 椎野会長 
ご説明ありがとうございました。 

ただいまご説明いただきました、審議案件１件目について、ご意見、ご質問等を頂戴できればと 

思います。 

それから皆様のお手元の資料の一番後ろに審議のポイントが４点書かれている資料があります。 

１点目が「北海道国土利用計画」と「土地利用基本計画」との整合性がとれているか。 

２点目、重複地域も含め地域変更後の五地域区分の設定が適切か否か。 

３番目、重複地域における地域変更は土地利用基本計画の土地利用の優先順位に即しているか。 

４番目、特定の地域における地域変更が他地域へ悪影響を与えていないか。 

以上の４点について、特に気をつけて見ていただきまして、お気づきの点がありましたらご発言 

いただければと思います。 

では、ご発言、ご質問等ございましたらお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 
では私からよろしいですか。 

５ページ目の最後の写真のところですが、先ほどご説明いただきましたとおり、少し分かりづら 

いですが、うっすらとカラマツの苗木が植えられていると説明にありましたとおり、人工造林が行 

われていて、今後森林として活用していくということですので、現状の土地利用、或いはこれから 

成長していく、樹林の利用形態としては特段齟齬はないと思います。現状はもう植林がされている 

ということですね。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

  はい。 

 

□ 椎野会長 

こちらもご確認いただいて、ご審議いただけるとよろしいかと思います。 

 

□ 椎野会長 

他に特段ご意見等ございませんでしょうか。 
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（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 

それでは本案件につきましては、特段ご異議なしと認めさせていただき、諮問を受けました、北 

海道土地利用基本計画（計画図）の変更、整理番号１につきましては、適当と認め、その旨、答申 

させていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 

特段異議等ないようでございますので、北海道土地利用基本計画（計画図）の変更、整理番号１ 

につきましては、適当である旨答申させていただきます。 

なお、答申の文案と知事への提出について、会長の私に一任いただければと思いますが、お認め 

いただいてよろしいですか。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 

ありがとうございます。 

では、そのように対応させていただきます。 

引き続き、お手元の資料整理番号２の説明を事務局よりお願いいたします。 

 

《整理番号２ 弟子屈森林地域の縮小》 

  事務局（木本補佐） 

整理番号２、「弟子屈森林地域の縮小」についてになります。 

本件説明する前に一言お話をさせていただきたいのですが、昨年度、過去の事案につきまして、 

ご審議いただくことになりました経緯を踏まえて、再発防止といたしまして、庁内はもとより、市 

町村を交えた会議などの場を活用して、情報共有を密にし、案件の取りこぼしがないよう対応して 

参りました。 

また、併せて、過去分での対応漏れについても確認を行ってきておりましたが、そうした中、今 

回事案１件を発見しましたことから、昨年度に引き続き、過去の事案についてもご審議をお願いす 

ることになりました。本件がその１件となります。 

６ページ、整理番号２の「弟子屈森林地地域の縮小」をご覧ください。 

本案件は、平成１８年、２００６年に北海道の草地造成事業が実施された区域で、本来であれば、 

その事業の実施完了段階までに計画図の変更を行うべきものでした。 

場所は弟子屈町字弟子屈の原野地区において、北海道が実施した牧草地の造成により、「森林地 

域」としての利用保全を図る必要がなくなったことから、「森林地域」を縮小するものです。 

面積は６.７ヘクタールで当初は「都市地域」、「農業地域」、「森林地域」の３つを重複する地 

域でしたが、「森林地域」として管理する必要がなくなったことから、変更後は「都市地域」と「農 

業地域」の２つの重複地域になります。 

７ページをご覧いただけますでしょうか。 

こちらで黄色く囲ってあるところが、「森林地域」の縮小する位置。 

８ページは、土地利用基本計画図の場所となります。黄色のところが「森林地域」を縮小する箇 

所になります。 

９ページの現状の写真をご覧ください。 

こちらの黄色で囲っているところが「森林地域」を縮小するところで、令和７年１１月７日の写 

真となります。 

今現在、すでに森林としての管理はされておらず、牧草地で森林としての区域ではありません。 

地域の変更にあたりましては、変更後は「土地利用基本計画図」における「都市地域」と「農業 

地域」の重複する地域となりますが、既存の「農業地域」に隣接していることと、今後も他地域に 
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対して何らかの影響を与えることは想定されないということから、「森林地域」での重複の管理を 

抜きまして、「都市地域」と「農業地域」の２つの重複地域に整理することで本件は適当と考えて 

おります。 

「弟子屈森林地域の縮小」についての説明は以上となります。   

 

《質疑応答》 

□ 椎野会長 
ご説明ありがとうございました。 

「弟子屈森林地域の縮小」に関する案件です。 

委員の皆様からご質問、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

いかがでしょうか。 

質問ございませんか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 
９ページの写真でご覧いただきますと、航空写真の方は明らかに牧草地といいますか、樹木等は 

見当たらないということと、写真の１と２は、背の高い草がかなり生えているような状況かと思い 

ますが、森林ではないと認められますので、今回の変更は先ほどご説明いただきましたとおり、「森 

林地域の縮小」除外に近い形だと思いますが、現況等の整合性はとれていると認められると思いま 

す。 

他にご意見等ございませんでしょうか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 
では、ご意見等ないようですので、本案件につきましては諮問を受けました、北海道土地利用基 

本計画計画図の変更、整理番号２番を適当と認め、その旨答申させていただいてよろしいでしょう 

か。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 
はい、異議なしと認めます。 

それでは、ご賛同いただきましたので、北海道土地利用基本計画（計画図）の変更につきまして 

は、適当である旨答申することに決定させていただきます。 

なお、答申の文案と知事への提出につきまして、会長の私に一任させていただければと思います 

が、よろしいでしょうか。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 
ありがとうございます。 

では、そのように対応させていただきます。 

続きまして、整理番号３の資料説明を事務局よりお願いいたします。 

 

《整理番号３ 音更農業地域の縮小》 

事務局（木本補佐） 

 それでは１０ページ、整理番号３「音更農業地域の縮小」をご覧ください。 

本件は音更町東住吉北地区におきまして、音更町土地開発公社が実施する、東住吉北地区工業団 
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地開発行為により、都市地域の市街化調整区域から市街化区域への変更に伴い、「農業地域」を縮 

小するものになります。 

変更面積につきましては１９.４ヘクタールで、地域区分は「都市地域」と「農業地域」の重複す 

る地域から「都市地域」に変更いたします。 

当審議会の審議内容から少し外れますが、開発行為につきまして、少し補足説明をさせていただ 

きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

まず、この地域につきましては、各公共施設管理者との協議が概ね完了して、地権者から同意を 

得られたということから、音更町土地開発公社の事業の実施が確実となったところです。現状、農 

地はなく、昭和１４年から平成７年まで亜麻工場やコンクリート工場として活用されていたところ 

と聞いております。 

音更町含む帯広圏は食品加工業などの地場資源型の製造業が発展しており、この地域にはそれに 

関連する製造業、流通業の工場が建設されるとのことです。 

また、近隣の住宅地域等の境界線には緩衝緑地が設けられ、土地利用についても周囲の住民の方 

に対して、町内会回覧などを活用して周知をされており、異論はなかったと聞いております。 

１１ページの黄色く塗られているところが「農業地域」を縮小する箇所として掲載しています。 

また、１２ページは土地利用基本計画図で黄色くマーカーしているところが「農業地域」の縮小 

されるところになります。 

最後１３ページに現状の写真を載せております。上部の黄色く囲っているところが今回の「農業 

地域」が縮小される地域となります。それから写真を１から５まで載せておりますが、上の写真の 

矢印の方向に向けて撮った写真となります。 

これを見ていただいてもお分かりのとおり、すでに農地として活用されている地域ではなく、昭 

和１４年から工場という形で活用されております。 

変更にあたっての考え方といたしましては、本地域は土地利用基本計画図における「都市地域」 

の定義との齟齬がなく、変更後は「都市地域」だけになりますが、既存の「都市地域」に隣接し、 

変更後においても他地域に対し何らかの影響を与えるということは想定されないことから、本案件 

は適当と考えております。 

「音更農業地域の縮小」についての説明は以上となります。 

 

《質疑応答》 

□ 椎野会長 
ありがとうございました。 

ただいまご説明いただきました、審議案件３番の事案についてご意見、ご質問等ございましたら 

お願いいたします。 

いかがでしょうか。 

 

□ 川村委員 

室蘭工業大学の川村です。 

よろしいでしょうか。 

 

□ 椎野会長 
よろしくお願いします。 

 

□ 川村委員 

先ほどの説明で理解はしていますが、再度、この周辺には河川が流れているので、その対応はど 

のようにされているかということをご説明いただきたいのですが、よろしいでしょうか。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

はい。河川治水上の措置について、説明させていただきます。 

変更地域に関連する流域の河川名称につきましては、十勝川それから音更川があります。こちら 
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の管理者につきましては北海道開発局になっておりますが、それぞれ改修中ということで報告を受 

けております。 

河川の影響につきましては音更川で流出増があります。流出増分は開発区域内に浸透施設を設け、 

流出制御を行った上で適切に処理することで河川管理者の承諾を得ているという報告をいただい 

ております。 

説明は以上となりますが、先生のご質問の回答になりますでしょうか。 

 

□ 川村委員 

結構です。 

結局管理者がどのような対応をされるかというところがおそらく重要なポイントになってくる 

と思いますので、その点明確にされているのであれば、問題ないと思いました。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

ありがとうございます。 

 

□ 椎野会長 
ありがとうございます。 

その他、ご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 
私の方から。ご説明いただきましたとおり、「農業地域の縮小」という案件でございます。 

現状といたしましては、事業の開発が確実視されているということと、今後工場の建設が予定さ 

れているということ。それから私が少し気になっていたのは、１３ページ目の資料のところで先ほ 

どご説明いただきましたが、この敷地の北側にかなり住宅が建っているような状況で、ここが工業  

地域として開発されると、北側の住居系の土地利用に対して、南側は工業的な土地利用になるので、 

住宅地への騒音や悪臭、粉じんなどが懸念されるということが気にかかっていたところです。 

先ほどご説明いただきましたとおり、緩衝緑地、住宅地との境界のところに一定の幅で緑地帯を 

設けるということと、その内容についてすでに市民の方にご説明をいただいており、特段ご異論等 

はないことを確認いただいているということでしたので、その点については、よろしいかなと思い 

ました。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

よろしければ、どこまで緩衝緑地が整備されているかご説明をさせていただきたいと思います。 

 

□ 椎野会長 

  お願いします。 

 

□ 事務局（木本補佐） 

先ほど緩衝緑地のお話をさせていただきましたが、どの程度緩衝緑地が想定されているかを追加 

で説明させていただきます。 

上部にある①から⑤にかけて、それから⑤から④にかけて、④から②にかけて、こちらのコの字 

の形で緩衝緑地が整備されると聞いております。①から②に関しては、道路がありますので、そこ 

に対しての緑地はないという図面もいただいております。 

簡単ではございますが、緩衝緑地の整備予定につきまして説明させていただきました。 

 

□ 椎野会長 
ありがとうございます。 
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他にご意見等、皆様からございますか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 
それでは本件につきまして、特段ご異議等いただいておりませんので、諮問を受けました、北海 

道土地利用基本計画（計画図）の変更、整理番号３番につきましては、適当と認めその旨答申させ 

ていただいてよろしいでしょうか。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 
はい、異議なしと認めます。 

それでは、皆様の方でご賛同いただきましたので、北海道土地利用基本計画（計画図）の変更に 

つきましては、適当である旨、答申することに決定させていただきます。ありがとうございます。 

なお、答申の文案と知事への提出につきましては、会長の私の方に一任いただいても差し支えな 

いでしょうか。 

 

（※反対意見等無し） 

 

□ 椎野会長 
はい、ありがとうございます。 

では、そのように対応させていただきます。 

本日用意された議題は以上ですが、その他事務局から皆様へのご連絡等ございましたらお願いい 

たします。 

 

６ その他 

□ 事務局（守山課長） 

次回の審議会開催についてですが、令和８年度北海道土地利用基本計画（計画図）の変更の前期 

案件をご審議いただくため、今年８月頃の開催を予定しております。 

なお、この審議会につきましては、新たな第１８期の委員の皆様による開催となります。案件整 

理等を進め、開催が近くなりましたら改めて日程のご確認をさせていただきますので、よろしくお  

願いいたします。 

以上でございます。 

 

□ 椎野会長 

ありがとうございました。 

ただいま事務局の説明について、何かご質問等ございますか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 

よろしいでしょうか。 

 

（※発言等無し。） 

 

□ 椎野会長 

はい、それでは以上をもちまして本日の審議を終了させていただきます。 

進行を事務局にお戻しさせていただきます。 
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□ 事務局（守山課長） 

椎野会長、委員の皆様、円滑な議事進行にご協力いただき感謝申し上げます。 

それでは閉会に当たりまして、計画局長石井よりご挨拶を申し上げます。 

 

７ 挨拶 

□ 石井局長 

着席でご挨拶させていただきます。 

本日はお忙しい中、ご審議をいただきまして、お礼を申し上げます。 

議題とさせていただいた、土地利用基本計画の計画図変更案につきましては、適当である旨決定 

いただきましたことにお礼申し上げます。 

本件つきましては、答申をいただいた後に計画図の変更を決定し、公表して参りたいと考えてお 

ります。 

また、先ほど課長から申し上げましたが、委員の皆様の現在の任期は今月までとなっており、次 

回、今年８月を目途に新たな体制で土地利用基本計画の変更について、ご審議をお願いする予定と 

なっております。 

引き続き委員をお引き受けいただける皆様におかれましては、今後ともお力添えのほどよろしく 

お願いします。 

また、椎野会長、川村会長代理、小門委員におかれましては、現在、ご退任の手続きをさせてい 

ただいております。これまでのお力添えにつきまして、改めてお礼申し上げます。 

本日欠席の前田委員、田村委員におかれましても、この場をお借りしてお礼申し上げます。 

皆様にはこれからも当審議会の運営にご協力賜りますようお願い申し上げ、私からの閉会の挨拶 

とさせていただきます。 

本日はありがとうございました。 

 

８ 閉会 

□ 事務局（守山課長） 

以上で本日の審議会を終了いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 


